
第１号議案 

 

 

博物館登録について 

 

 

 博物館法（昭和 26 年法律第 285 号）第 11 条及び第 14 条の規定により、次のと

おり博物館登録原簿に登録することについて提案します。 

 

 

  令和５年 10 月 13 日 

 

                               広島県教育委員会教育長 平 川 理 恵 

 

１ 提案の要旨 

  筆の里工房を広島県教育委員会の博物館登録原簿に登録する。 

 

２ 登録事項 
 

設置者の名称及び住所 
熊野町 

広島県安芸郡熊野町中溝一丁目１番１号 

博物館の名称 筆の里工房 

博物館の所在地 広島県安芸郡熊野町中溝五丁目 17 番１号 

登録番号 第 35 号 

 

３ 登録する理由 

  熊野町から申請のあった筆の里工房について、書類審査及び実地調査を行った

結果、博物館法（昭和 26 年 12 月１日法律第 285 号）第 13 条及び博物館登録等

に関する要綱に規定する登録の要件を備えていると認められるため。 

 

４ 登録年月日 

  令和５年 月 日（議決の日） 





５ 根拠規定 

 (1) 博物館法 

 （略） 

 （登録） 

 第 11 条 博物館を設置しようとする者は、当該博物館について、当該博物館の

所在する都道府県の教育委員会（当該博物館（都道府県が設置するものを除

く。）が指定都市（地方自治法（昭和二十二年法律第六十七号）第二百五十二

条の十九第一項の指定都市をいう。以下同じ。）の区域内に所在する場合にあ

つては、当該指定都市の教育委員会。第三十一条第一項第二号を除き、以下同

じ。）の登録を受けるものとする。 

 （略） 

 （登録要件の審査） 

 第 13 条 都道府県の教育委員会は、登録の申請に係る博物館が次の各号のいず

れにも該当すると認めるときは、当該博物館の登録をしなければならない。 

  一 当該申請に係る博物館の設置者が次のイ又はロに掲げる法人のいずれか 

に該当すること。 

   イ 地方公共団体又は地方独立行政法人 

   ロ 次に掲げる要件のいずれにも該当する法人（イに掲げる法人並びに国 

及び独立行政法人（独立行政法人通則法（平成十一年法律第百三号）第二

条第一項に規定する独立行政法人をいう。第三十一条第一項及び第六項に

おいて同じ。）を除く。） 

   （１） 博物館を運営するために必要な経済的基礎を有すること。 

   （２） 当該申請に係る博物館の運営を担当する役員が博物館を運営するた 

めに必要な知識又は経験を有すること。 

   （３） 当該申請に係る博物館の運営を担当する役員が社会的信望を有する 

こと。 

  二 当該申請に係る博物館の設置者が、第十九条第一項の規定により登録を 

取り消され、その取消しの日から二年を経過しない者でないこと。 

  三 博物館資料の収集、保管及び展示並びに博物館資料に関する調査研究を 

行う体制が、第三条第一項各号に掲げる事業を行うために必要なものとして

都道府県の教育委員会の定める基準に適合するものであること。 

  四 学芸員その他の職員の配置が、第三条第一項各号に掲げる事業を行うた 

めに必要なものとして都道府県の教育委員会の定める基準に適合するもので

あること。 

  五 施設及び設備が、第三条第一項各号に掲げる事業を行うために必要なも 

のとして都道府県の教育委員会の定める基準に適合するものであること。 

  六 一年を通じて百五十日以上開館すること。 





 ２ 都道府県の教育委員会が前項第三号から第五号までの基準を定めるに当たつ

ては、文部科学省令で定める基準を参酌するものとする。 

 ３ 都道府県の教育委員会は、登録を行うときは、あらかじめ、博物館に関し学

識経験を有する者の意見を聴かなければならない。 

 （登録の実施等） 

 第 14 条 登録は、都道府県の教育委員会が、次に掲げる事項を博物館登録原簿

に記載してするものとする。 

  一 第十二条第一項第一号及び第二号に掲げる事項 

  二 登録の年月日 

 ２ 都道府県の教育委員会は、登録をしたときは、遅滞なく、その旨を当該登録 

の申請をした者に通知するとともに、前項各号に掲げる事項をインターネット 

の利用その他の方法により公表しなければならない。 

（以下略） 

 

 (2)  博物館登録等に関する要綱 

１ 博物館の登録に係る基準 

博物館法（昭和 26 年法律第 285 号。以下「法」という。）第 13 条第１項第

３号から第５号までに規定する基準は、次のとおりとする。 

  (1)  博物館資料の収集、保管及び展示並びに博物館資料に関する調査研究を 

行う体制 

   ア 博物館資料の収集、保管及び展示並びに博物館資料に関する調査研究 

の実施に関する基本的運営方針を策定し当該方針を公表するとともに、当

該方針に基づき、相当の公益性をもって博物館を運営する体制を整備して

いること。 

   イ アの基本的運営方針に基づく博物館資料の収集及び管理の方針を定め、

当該方針に基づき、博物館資料を体系的に収集する体制を整備しているこ

と。 

   ウ イに規定する博物館資料の収集及び管理の方針に基づき、所蔵する博 

物館資料の目録を作成し、当該博物館資料を適切に管理し、及び活用する

体制を整備していること。 

   エ 一般公衆に対して、所蔵する博物館資料の展示を行い、又は特定の主 

題に基づき、所蔵する博物館資料若しくは借用した博物館資料による展示

を行う体制を整備していること。 

   オ 単独で又は他の博物館若しくは法第３条第１項第 12 号に掲げる学術若

しくは文化に関する諸施設と共同で、博物館資料に関する調査研究を行い、

その成果を活用する体制を整備していること。 

   カ 博物館資料を用いた学習機会の提供、利用者に対する博物館資料の説 

明その他の教育活動を行う体制を整備していること。 

   キ 法第７条に規定する研修その他の研修に職員が参加する機会が確保さ 

れていること。 

  (2) 学芸員その他の職員の配置 

   ア (1)アの基本的運営方針に基づいて博物館の管理運営を行うことができ

る館長が置かれていること。 





   イ 学芸員が置かれていること。 

   ウ (1)アの基本的運営方針に基づく博物館の運営に必要な職員が置かれて

いること。 

  (3) 施設及び設備 

   ア 博物館資料の収集、保管及び展示並びに博物館資料に関する調査研究を

安定的かつ継続的に行うことができる施設及び設備が整備されていること。 

   イ 防災及び防犯のために必要な施設及び設備を有していること。 

   ウ 博物館の規模及び展示内容に応じ、利用者の安全及び利便性の確保のた

めに必要な配慮がなされていること。 

   エ 高齢者、障害者、妊娠中の者、日本語を理解できない者その他博物館の

利用に困難を有する者が博物館を円滑に利用するための配慮がなされてい

ること。 

（以下略） 



 



筆の里工房の博物館登録審査表 

登録の要件 審査方法 適

否博物館法第 13 条（博物館登録等に関する要綱） 提出書類 実地調査

一 当該申請に係る博物館の設置者が次のイ又はロに掲

げる法人のいずれかに該当すること。

イ 地方公共団体又は地方独立行政法人

ロ 次に掲げる要件のいずれにも該当する法人（イに掲

げる法人並びに国及び独立行政法人（独立行政法人通

則法（平成十一年法律第百三号）第二条第一項に規定

する独立行政法人をいう。第三十一条第一項及び第六

項において同じ。）を除く。）

■ ― 適

二 当該申請に係る博物館の設置者が、第十九条第一項の

規定により登録を取り消され、その取消しの日から二年

を経過しない者でないこと。

■ ― 適

三 博物館資料の収集、保管及び展示並びに博物館資料に

関する調査研究を行う体制が、第三条第一項各号に掲げ

る事業を行うために必要なものとして都道府県の教育

委員会の定める基準に適合するものであること。

■ ■ 適

四 学芸員その他の職員の配置が、第三条第一項各号に掲

げる事業を行うために必要なものとして都道府県の教

育委員会の定める基準に適合するものであること。

■ ■ 適

五 施設及び設備が、第三条第一項各号に掲げる事業を行

うために必要なものとして都道府県の教育委員会の定

める基準に適合するものであること。

■ ■ 適

六 一年を通じて百五十日以上開館すること。 ■ ― 適

【実地調査日】

令和５年９月 26 日 

【調査者】

学識経験者（学芸員有資格者）及び生涯学習課職員
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令和５年９月４日現在

No. 設置者 名称 所在地 備考

1 宗教法人厳島神社 厳島神社宝物館 廿日市市宮島町１番地１ 昭和27年9月20日登録

2 宗教法人耕三寺 耕三寺博物館 尾道市瀬戸田町瀬戸田553番地の2 昭和27年9月20日登録

3 福山市 福山市立福山城博物館 福山市丸の内一丁目8 昭和42年9月28日登録

4 県 広島県立美術館 広島市中区上幟町2番22号 昭和43年4月1日登録

5 (公財)ひろしま美術館 ひろしま美術館 広島市中区基町3番2号 昭和53年10月4日登録

6 尾道市 尾道市立美術館 尾道市西土堂町17番19号 昭和55年2月28日登録

7 広島市 広島市こども文化科学館 広島市中区基町5番83号 昭和55年5月13日登録

8 宗教法人平等大慧会 海の見える杜美術館 廿日市市大野字亀ヶ岡700 昭和58年3月17日登録

9 呉市 呉市立美術館 呉市幸町4番9号 昭和58年7月22日登録

10 広島市 広島市郷土資料館 広島市南区宇品御幸二丁目6番20号 昭和61年2月18日登録

11 県 広島県立歴史博物館 福山市西町二丁目4‐1 平成3年2月8日登録

12 (公財)しぶや美術館 しぶや美術館 福山市本町8番27号 平成6年2月17日登録

13 (公財)能宗文化財団 福山自動車時計博物館 福山市北吉津町三丁目1番22号 平成6年5月13日登録

14 広島市 広島市交通科学館 広島市安佐南区長楽寺二丁目12番2号 平成7年2月24日登録

15 県 広島県立歴史民俗資料館 三次市小田幸町122 平成7年2月24日登録

16 (公財)ウッドワン美術館 ウッドワン美術館 廿日市市吉和字熊崎竹ノ鼻4278番地 平成9年9月12日登録


17 (公財)泉美術館 泉美術館 広島市西区商工ｾﾝﾀｰ二丁目3番1号 平成9年10月23日登録

18 尾道市 平山郁夫美術館 尾道市瀬戸田町沢200番地2 平成10年10月15日登録

19 福山市 ふくやま美術館 福山市西町二丁目4番3号 平成11年3月12日登録

20 福山市 福山市しんいち歴史民俗博物館 福山市新市町新市916番地 平成11年5月14日登録


21 庄原市 庄原市立比和自然科学博物館 庄原市比和町比和1119番地１ 平成17年1月14日登録

22 安芸高田市 安芸高田市歴史民俗博物館 安芸高田市吉田町吉田278番地１ 平成17年9月9日登録

23 庄原市 庄原市帝釈峡博物展示施設時悠館 庄原市東城町帝釈未渡1909番地 平成17年9月9日登録

24 広島市 広島市江波山気象館 広島市中区江波南一丁目40番1号 平成19年6月8日登録

25 広島県 頼山陽史跡資料館（広島県立歴史博物館分館） 広島市中区袋町5番15号 平成31年1月31日登録

26 (公財)仙石庭園 仙石庭園庭石ミュージアム 東広島市高屋町高屋堀1589番地７ 令和２年12月23日登録

27 東広島市 東広島市立美術館 東広島市西条栄町９番１号 令和５年１月13日登録

28 (一財)下瀬美術館 下瀬美術館 広島県大竹市晴海２丁目10番50号 令和５年７月14日登録

令和５年９月４日現在

No. 設置者 名称 所在地 備考

1 広島市 広島市安佐動物公園 広島市安佐北区安佐町動物園 昭和47年4月10日指定

2 廿日市市 宮島水族館 廿日市市宮島町10番3 昭和35年3月28日指定

3 福山市 福山市立動物園 福山市芦田町大字福田276番地の１ 平成23年12月5日指定

4 熊野町 筆の里工房 安芸郡熊野町中溝五丁目17番1号 平成27年1月30日指定

5 国立大学法人広島大学 広島大学総合博物館 東広島市鏡山１丁目１番１号 平成30年2月14日指定

6 (公財)みやうち芸術文化振興財団 アートギャラリーミヤウチ 廿日市市宮内字高通4347番地2 令和２年７月10日指定

7 広島市 広島城 広島市中区基町21番1号 令和３年11月24日指定

8 広島市 広島市現代美術館 広島市南区比治山公園1番1号 令和３年11月24日指定

9 公立大学法人広島市立大学 広島市立大学芸術資料館 広島市安佐南区大塚東三丁目4番1号 令和４年11月11日指定

広島市に所在する登録博物館及び博物館に相当する施設（県有施設を除く）

登録博物館一覧

博物館に相当する施設一覧
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筆の里工房の概要について 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

筆の里工房 

R5.4.1 



1 

 

１ 設置目的 
 筆の里工房は、「熊野筆」という地域の特性を活かし、魅力ある熊野のまちづくりを担う施設

として、広島県・熊野町が 1994（平成 6）年に建設し、一般財団法人筆の里振興事業団（出捐
しゅつえん

：

広島県熊野町、宮城県石巻市、鳥取県鳥取市、三重県鈴鹿市）が運営している（指定管理者）。 

筆の里工房では、質量ともに日本で唯一かつ最大と思われる「筆の収蔵品」（木村陽山コレク

ション）を背景とした、日本の筆づくりの歴史に関する調査研究及び資料収集を図るとともに、

筆とともに過ごす豊かなライフスタイルを提案し、書、絵画、工芸などの紹介する活動を通じ、

地域文化や地場産業の振興を図ることを目的としている。 

 

２ 建築概要 

所 在 地 〒731-4293 広島県安芸郡熊野町中溝 5-17-1 ℡082（855）3010 

設 置 者 広島県熊野町 

敷地面積 4,138.31 ㎡ 

構造規模 鉄筋コンクリ－ト、鉄骨造 2階建 

建築面積 2,501.08 ㎡ 

延床面積 3,357.64 ㎡（1階 953.81 ㎡ 地下 1 階 2296.93 ㎡ その他 106.9 ㎡） 

主

要

施

設 

地階 

筆の宇宙、木村陽山コレクション、ギャラリーⅡ・Ⅲ・Ⅳ、ギャラリーホール

（収容人員約 100 名）、筆司の家、友禅染・彩筆庵、筆のアトリエ、図書・資

料室、特別収蔵庫、収蔵庫、ピロティー 

1 階 
交流ラウンジ、熊野筆セレクトショップ、ミュージアムショップ、事務室、応

接室、会議室、研修室、商品庫、宿直室、レストラン、テラス 

付属施設 
駐車場（普通車 84 台、大型バス 3台）、庭園・ぬくもりの園、茶室（鐘聲

しょうせい

庵
あ ん

） 

開 館 日 1994（平成 6）年 9月 20 日 

事 業 名 筆の里工房建設事業（熊野町） 平成 4～6年度 

総事業費 約 21 億（地域総合整備事業債、県補助金ほか） 
 

３ 管理運営 

運営委託 一般財団法人筆の里振興事業団（平成 7年 3月設立） 

基本財産 1 億 300 万円（熊野町、石巻市（雄勝町）、鈴鹿市、鳥取市（佐治村）） 

役職員等 役員 16 名（理事 14 名、監事 2名）、評議員 16 名、 

事務局職員（プロパー11 名、契約職員 16 名、臨時職員 5名 合計 32 名） 
 

４ 事業概要 

  ・常設展示 

   （1）筆の宇宙（筆と日本文化の紹介） 

（2）世界一の筆（長さ 3.7m、重さ 400 ㎏） 

（3）木村陽山コレクション、館蔵品常設展示 

（4）熊野筆伝統工芸士制作実演、手描友禅実演（週 3 日） 

（5）熊野筆制作工程 

（6）各種筆の体験並びに文房四宝紹介コーナー 
 
・展示事業（主な展示実績） 

(1)書 

中林梧竹展、青山杉雨展、村上三島展、宇野雪村・玄美「鑑」展、創玄展、上田桑鳩展、

植村和堂展、井上桂園展、森井一幸展、井原思斉展、竹澤丹一展、相田みつを展、武者小
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路実篤展、子規と漱石展、陽明文庫国宝展（2）、よみがえる王朝のみやび、日本の書と筆

の宇宙展（古筆）、比田井天来展、桑田笹舟かなの世界展、安達春汀展、榊莫山展、酒と

文人展 

(2)美術 

佐藤渓展、森田茂展、棟方志功展、秋山巌展、清水公照展、中島千波展、現代レアリスム

絵画展、鶴田一郎展、葉祥明展、いもとようこ展、北大路魯山人展、天才画家の 10 代展、

近藤喜文展、SUMI の輝き展、竹久夢二展、筆が奏でる琳派の美展、広島市大連携展、長

谷川義史展、野村重存展、工藤ノリコ展、禅画の世界展 

(3)著名人（筆文化支援事業） 

石坂浩二絵画展、緒形拳書展、片岡鶴太郎展、城戸真亜子展、ジミー大西展、八代亜紀展、

榎木孝明展、高橋英樹展、竹中直人展、コシノヒロコ展、デヴィ夫人展、筆の世界に遊ぶ

文化人たち、アートたけし展、鈴木敏夫展（ジブリ関連展） 

(4)アニメ 

いがらしゆみこ展、世界名作劇場作品展、モンキーパンチ展、やなせたかし展、ちばてつ

や展、男鹿和雄展、赤塚不二夫展、山本二三展、近藤喜文展 

(5)文房四宝 

北京故宮博物院文房四宝展、中国歴史博物館展、中国連雲港市博物館展、THE「筆」展、

筆の博覧会展 

(6)その他 

化粧、工芸、生活関連展示、探偵ふでりんと黄金の筆、大相撲展、郷土玩具展 
 

・調査研究事業 

   （1）日本及び中国の製筆に関する調査研究（木村陽山コレクション、三清書屋コレク

ション） 

   （2）（1）に関する関連資料の収集 

（3）筆づくり情報発信 
 

・需要開拓推進事業（作品公募事業） 

筆の里ありがとうのちょっと大きな絵てがみ大賞 
 

・地場産業支援事業 

   （1）交流ラウンジ（体験、ＤＶＤ映像放映など） 

（2）筆づくりの実演、筆まつりへの協賛 
 

・交流推進事業 

  賛助会員（ＰＡＬ）関連事業 

・広報事業 

（1）officialsite https://.fude.or.jp 

（2）広報誌「かわら版」の発行 

（3）団体客誘致促進事業 
 
  ・筆の街交流館運営事業 

    絵てがみ事業の拠点施設として運営 
 

・普及及び情報発信事業 

（1）ミュージアムショップの運営 

（2）熊野筆セレクトショップの運営（本店、広島店、銀座店） 

（3）通信販売  shopping site https://kumanofude.com 

（4）筆づくり、絵てがみ等各種館内体験並びに各種定例開催教室 
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５ 沿  革 

 

 

西暦（和暦） 月 内  容 

1994（平成  6 ）年   9 月 筆の里工房開館 

北京故宮博物院展「文房四宝展」 

1995（平成  7 ）年 3 月 財団法人筆の里振興事業団 設立 

1996（平成 8 ）年 8 月 中国歴史博物館展「漢字の誕生と歴史」 

1997（平成  9 ）年  3 月 筆あそび大賞公募事業（～2006 10th まで） 

  5 月 筆の里ありがとうのちょっと大きな絵てがみ大賞公募事業 

1998（平成 10 ）年 7 月 秋篠宮同妃両殿下来館 

2001（平成 13 ）年 

  

7 月 「KUMANOFUDE.COM SHOP」開業（筆の里工房） 

茶室「鐘聲庵」移築（広島市南区） 

2004（平成 16 ）年  

  

 3 月 小泉純一郎首相（第 87・88・89 代 内閣総理大臣）来館 

7 月 常設「筆の宇宙」「熊野筆情報センター」改装 

2006（平成 18 ）年 8 月 木村陽山コレクション 1127 点を収蔵 

2007（平成 19 ）年 3 月 「筆づくりフォーラムⅠ」（筆の里工房）を開催 

2008（平成 20 ）年   9 月 熊野町制施行 90 周年記念事業「筆文化支援事業」創設 

2009（平成 21 ）年  3 月  「筆づくりフォーラム inTOKYO」開催 

「筆の美」展開催（五島美術館、筆の里工房） 

2010（平成 22 ）年 2 月  将来増設スペースをギャラリーⅣ（筆の歴史展示室）に改装 

7 月 熊野筆セレクトショップ広島店（駅ビル ASSE）開業 

10 月 陽明文庫国宝展：近衛甯子（三笠宮崇仁親王第一女子）来館 

2011（平成 23 ）年 8 月 ギャラリーⅠを特別展示室に改修 

2012（平成 24 ）年 7 月 熊野筆セレクトショップ銀座店開業 

2013（平成 25 ）年 

  

4 月 公益法人改革により一般財団法人化 

三笠宮彬子女王殿下（三笠宮寛仁親王第一女子）来館 

5 月 熊野筆セレクトショップ新幹線口店開業 

9 月 「KUMANOFUDE.COM SHOP」を「熊野筆セレクトショ

ップ本店」に改装 

2014（平成 26 ）年 9 月  筆の里工房ミュージアムショップ改装 

開館 20 周年記念展「日本の書と筆の宇宙」 

2015（平成 27 年） 5 月 熊野筆セレクトショップ新幹線口店開業 

2016（平成 28 ）年 3 月 「熊野筆情報センター」を「交流ラウンジ」に改装 

2018（平成 30 ）年 6 月 佐藤芙蓉、大内基康コレクション寄贈（熊野町：紺綬褒章） 

7 月 西日本豪雨災害（駐車場被災） 

9 月 熊野筆セレクトショップ新幹線口店閉店（駅ビル再開発） 

熊野町制施行 100 周年記念展「筆が奏でる琳派の美」 

12 月 常設展示、空調機器更新工事のため休館（平成 31 年 4 月まで） 

2019（平成 31 ）年 3 月 三清書屋コレクション寄贈（熊野町） 

2020（令和  2 ）年 3 月 熊野筆セレクトショップ広島店移転（駅ビル再開発） 

2022（令和  4 年） 3 月 熊野筆セレクトショップ銀座店リニューアル 
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木村陽山コレクションの概要 

～日本における毛筆のコレクションとして古今無双～ 

（１）蒐集家 

木村宣明。号陽山は明治三二年（一八九九）に京都に生まれた。大正一五年（一九二六）に書

を志し、井上西山に入門、その後、西山の師である山本竟山にも師事してその書を学んだ。鳳雛

書道会相談役、文人連盟の参与などを歴任し、京都書壇の雄として名を馳せた。また、日本にお

ける毛筆の研究史上、最も優れている名著『筆』（大学堂書店、一九七五）を著した、毛筆の研

究家・蒐集家としても名高い。 

陽山の名を不朽のものとしている『筆』の執筆の背景には、『広辞苑』を編纂した新村出のア

ドバイスがあったというが、両者の交流はとりわけ深く、『新村出全集』には新村から陽山へあ

てた書簡が紹介されている。 

また、このような知識人同士の交流の結果、木村陽山コレクションに入った毛筆が多いことは

特筆される。富岡鉄斎の孫、富岡益太郎とは竟山門下の兄弟弟子であり、竹内栖鳳や山本春挙ら、

著名な画家の子孫からも彼らの用筆を寄贈されている。山岡鉄舟や西園寺公望、橋本独山などの

用筆も交流によってもたらされたものであった。 

 

（２）特徴 

装飾筆ではない、一般に使用された毛筆は伝来することが極めて少ない。第二次世界大戦前か

ら蒐集が始まった木村陽山コレクション以外には、これらの古例が残されていることは全く期待

できない状況であり、毛筆の歴史を研究する上でこのコレクションの価値は計り知れぬものがあ

るといえる。 

 

（３）主要作品 

【筆】 

・正倉院蔵、天平筆模造（明治を代表する筆匠、勝木平造製） 

・堆錦山馬亳大筆（琉球漆器製の筆管、毛利家旧蔵、琉球王朝時代の贈答品） 

・堆朱花鳥文筆（中国・明時代） 

・「ｲ方古本朝名人用筆 乾・坤」（東京帝国大学教授 黒板勝美監修、鳩居堂製、新村出箱書） 

【使用筆】 

・西園寺公望使用筆（明治時代の第一二・一四代内閣総理大臣） 

・富岡鉄斎使用筆（日本最後の文人と称される明治時代の文人画家） 

・竹内栖鳳使用筆（明治から昭和にかけての京都画壇を代表する日本画家） 

【資料】 

・高木寿穎店見本帖（明治時代の筆舗、日本毛筆研究に関する無二の資料） 

 

（４）数量  

・筆 953 本、資料 174 点。木村陽山著『筆』に写真掲載されている筆のほとんどを含む。 

 

 

 

 

 

 

 

 



5 

 

三清書屋コレクションの概要 

 

（１）公森仁氏 

昭和二三年（一九四八）に兵庫県三木市に生まれた。父、茂和が高校書道教員であったことも

あり、幼少期から筆に親しんだ。佛教大学を卒業後、兵庫県立高校の書道教諭を歴任。書家とし

て、日中両国で個展を開催するなど、意欲的に活動を続けている。 

日中国交回復と同時に蒐集を始め、中国の書画、文房四宝を中心にコレクションを形成した。

特に筆の蒐集は個人コレクションとして質、量ともに日本有数のもので、中国でもこれと同規模

のコレクションは見られない。公森氏の蒐集の成果は『三清書屋 筆』（中華書局、二〇〇五）、

『三清書屋 硯・墨』（中華書局、二〇〇九）で公表されている。また、平成二三年（二〇一一）

開催の展覧会、「筆の博覧会 三清書屋コレクションを中心に」（筆の里工房）でコレクション

の全貌が日本で初めて展覧された。 

 

（２）三清書屋コレクションの特徴と価値 

三清書屋コレクション蒐集の軸にあるのは、公森氏の「民」のものに対する思いである。「民

の中にこそ文化があると信じています」と述べるように、公森氏は民間に流布する筆から、各時

代の気風を感じとっている。明時代から現代にいたる民間の筆匠、文人遺愛の筆を蒐集すること

で、筆に込められた人々の想いや願い、当時の文化に思いを馳せることを愉しみとしている。 

この考えに基づき、三清書屋コレクションは当時の筆匠や文人の名が刻された筆を、系統立て

て蒐集している。この試み自体が他に類を見ない、公森氏独自の視点である。そして木村陽山著

『筆』に収載される「中国筆工（匠）略譜」を参考に蒐集を行い、それに名の載る筆匠の内、明

以降をほぼ網羅している点は、同コレクションが唯一の存在である所以といえる。 

また、各時代を代表する文人たちの遺愛筆を蒐集しており、筆を作る側、使う側の両面から当

時の文化を考えることのできる、貴重な存在である。 

筆は伝来すること自体が稀であるが、民間の筆はとりわけ伝来し難い。さらに著録の欠乏も相

まって、筆の調査研究は進展しなかった。その民間の筆に焦点を当てた三清書屋コレクションは、

筆の研究を進める上での課題を補完する資料であり、その資料的価値は計り知れない。 

さらに、三清書屋コレクションには装飾筆も含まれ、当時の工芸技法の粋を鑑賞することもで

きる。堆朱や螺鈿、沈金、象牙彫など、各種各様の装飾筆は、所有者の文人趣味の一端を表わす

資料としても貴重である。 

 

（３）三清書屋コレクション内容 

【筆匠】 

明時代以降の筆匠名の刻された筆 

【文人】 

汪士慎、惲寿平、高士奇、倪元璐、梁同書、包世臣など 

 

（４）数量 

筆 453 件（計 476 本） 

 




